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１．概要（Summary） 

炭素ベースターゲットと金属（銀、銅）タブレットの同心

円複合ターゲットおよび、炭素ベースターゲットと金属（銅、

チタン）セクタープレートの扇型複合ターゲットを用い、シ

リコン基板上にダイヤモンドライクカーボン（DLC）基材中

に金属（銀、銅、チタン）を添加した薄膜をスパッタ装置に

て成膜し、その諸特性を調べた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3 元 RF マグネトロンスパッタ装置、触針式表面形状測

定装置 

【実験方法】 

金属含有DLCの成膜は 50 mmφのカーボンターゲッ

トの中心に、直径 20 mmから 5 mmの銀または銅のタブ

レットを配置し、スパッタリングを行うことで金属含有 DLC

膜を作製し、金属含有量とナノインデンテーション硬さを

求めた。また、異なる炭素ターゲットおよび Ar 圧力で

DLC膜を成膜し、成膜条件と膜の内部応力を求めた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Hardness vs. Cu content in Cu-DLC 

直径 20 mmから 5 mmのタブレットにより、前年度より

も金属含有量を広範囲に変化させた金属含有 DLC が得

られた。それらについて、物性およびトライボロジー特性

評価のための目的通りの薄膜を得ることができた。 

例として、Cu-DLC中の銅含有量を 7~75 at.%に変化

させたときのナノインデンテーション硬さの変化を Fig.1 に

示す。Cu 含有量の増加に伴い膜の硬さは減少していくこ

とがわかる。また、Cu-DLC よりも Ag-DLC の方が同一金

属濃度に対して膜の硬さが低下する傾向が認められた。 

今後、さらにターゲットの種類と金属濃度が異なる DLC

膜の摩擦・摩耗特性および物性評価を進めていく。 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 
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